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『古事記』の「申」字覚書

　
　
　
　
　

一

や
や
迂
遠
に
な
る
が
、「
申
」
を
め
ぐ
る
『
古
事
記
』
諸
写
本
の
本
文
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
と
は
い
え
、
諸
写
本
す
べ
て
の
様
態
を
示

す
こ
と
に
さ
し
て
意
味
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
か
つ

伊
勢
系
諸
本
の
中
で
最
も
古
い
真
福
寺
本
（
応
安
四
～
五
年
〈
一
三
七
一
～

一
三
七
二
〉、
賢
瑜
書
写
。
以
下
「
真
本
」
と
略
す
）
と
、
卜
部
系
諸
本
の
祖

本
で
あ
る
卜
部
兼
永
本
（
大
永
二
年
〈
一
五
二
二
〉、
卜
部
兼
永
本
書
写
。
以

下
「
兼
本
」
と
略
す
）
と
を
代
表
と
し
て
取
り
上
げ
、
問
題
の
所
在
を
確
か
め

る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
明
ら
か
な
誤
写
も
含
め
て
、
真
本
あ
る
い
は
兼
本
に
見
え
る
「
申
」

字
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
問
題
を
単
純
化
す
る
た
め
、『
新
校 

古
事
記（

（
（

』

の
校
訂
本
文
と
の
異
同
を
示
す
形
で
真
本
・
兼
本
の
様
態
を
【　

】
内
に
示
し
、

「
申
」
以
外
の
校
異
は
す
べ
て
省
略
に
従
う
。
引
用
に
際
し
て
、
真
本
の
配
行

に
依
拠
し
た
『
新
校 

古
事
記
』
校
訂
本
文
の
配
行
を
示
す
）。

①�

故
爾
、
詔
天
宇
受
売
命
、「
此
立
御
前
所
仕
奉
、
猿
田
毘
古
大
神
者
、
専

所
顕
申
【
真
本｢

申0｣

／
兼
本｢

申0｣

】
之
汝
送
奉
。
亦
、
其
神
御
名
者
、

汝
負
仕
奉
」。（
上
549
～
551
行
）

②�

故
、
以
鉤
探
其
沈
処
者
、
繋
其
衣
中
甲
【
真
本｢

申0｣

／
兼
本｢

甲｣

】
而
、

訶
和
羅
鳴
。（
中
660
行
）

③�

此
清
日
子
、
娶
当
摩
之
咩
斐
、
生
子
、
酢
鹿
之
諸
男
、
次
妹
菅
竈
上
由

【
真
本｢

由｣

／
兼
本｢

申0｣

】
良
度
美
。（
中
686
～
687
行
）

④�
故
、
称
其
御
世
、
謂
聖
帝
世
上
申
【
真
本｢

申0｣

／
兼
本｢

甲｣

】
也
。（
下

20
行
）

⑤�

爾
、
大
后
問
其
所
由
【
真
本｢

申0｣

／
兼
本｢

由｣

】
之
時
、
答
白
、「
僕

之
兄
、
口
子
臣
也
」。（
下
68
～
69
行
）
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⑥�

天
皇
之
御
年
、
陸
拾
肆
歳
。〈
壬
申
【
真
本｢

申0｣

／
兼
本｢

申0｣

】
年
正

月
三
日
崩
。〉（
真
本･

下
154
行
）

さ
て
、
右
の
う
ち
①
は
天
孫
降
臨
末
尾
の
一
節
で
、
降
臨
に
際
し
て
「
天
之

八
衢
」
に
奉
迎
し
た
猿
田
毘
古
大
神
の
正
体
を
顕
し
た
天
宇
受
売
命
に
対
し
、

猿
田
毘
古
大
神
を
本
来
の
居
所
ま
で
送
り
、
ま
た
そ
の
神
の
名
を
負
っ
て
仕
え

る
よ
う
に
番
能
迩
々
藝
命
が
命
じ
た
場
面
で
あ
る
。「
申
」
字
は
、
天
宇
受
売

命
に
対
す
る
番
能
迩
々
藝
命
の
発
話
中
に
、「
顕
申
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
。

こ
の
「
申
」
字
に
つ
い
て
は
、
真
福
寺
本
は
も
と
よ
り
、
同
系
の
道
祥
本
・
春

瑜
本
、
ま
た
兼
永
本
を
始
め
と
す
る
卜
部
系
諸
本
も
す
べ
て
同
じ
で
、
校
異
上

の
問
題
は
差
し
当
た
っ
て
存
在
し
な
い
。
現
行
諸
注
釈
書
・
テ
キ
ス
ト
の
類
も
、

す
べ
て
真
本
・
兼
本
に
よ
っ
て
い
る
。

②
は
直
上
の

　

�

於
是
、
伏
隠
河
辺
之
兵
、
彼
廂
此
廂
、
一
時
共
興
、
矢
刺
而
流
。
故
、
到

訶
和
羅
之
前
而
沈
入
。〈
訶
和
羅
三
字
以
音
。〉（
中
658
～
659
行
）

を
承
け
て
、
水
中
に
沈
ん
だ
大
山
守
命
の
遺
骸
を
鉤
を
以
っ
て
探
っ
た
と
こ
ろ
、

衣
服
の
内
側
に
着
て
い
た
「
申
」（
兼
本
「
甲
」）
に
そ
の
鉤
が
か
か
っ
て
「
訶

和
羅
」
と
鳴
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
真
本
の
「
申0

」
で
は
意
味
が
通
じ

な
い
。
こ
こ
は
兼
本
の
「
甲
（
よ
ろ
ひ
）」
が
良
い
こ
と
に
な
る
。
現
行
諸
注

釈
書
類
も
す
べ
て
兼
本
の
「
甲
」
を
採
用
し
て
い
る
。

③
の
「
菅
竈
上
由
良
度
美
」
と
い
う
人
名
は
、
直
下
に

　

�

故
、
上
云
多
遅
摩
比
多
訶
、
娶
其
姪
由
良
度
美

0

0

0

0

、
生
子
、
葛
城
之
高
額
比

売
命
。〈
此
者
息
長
帯
比
売
命
之
御
祖
。〉（
中
687
～
689
行
）

と
見
え
、
真
本
・
兼
本
と
も
に
「
由
良
度
美
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
兼
本
の

「
申
」
は
「
由
」
の
誤
写
と
認
め
ら
れ
る
。
現
行
諸
注
釈
書
類
も
す
べ
て
真
本

に
従
っ
て
い
る
。

④
は
、
校
異
上
の
問
題
を
抱
え
る
箇
所
と
し
て
、
古
来
注
意
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
真
本
・
兼
本
の
本
来
の
形
を
引
用
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
が
、

　

�

故
、
称
其
御
世
、
謂
聖
帝
世
上
申0

也
。（
真
本･

下
20
行
）

　

故
、
称
其
御
世
、
謂
聖
帝
止
甲
也
。（
兼
本･

下
30
～
31
行
）

兼
本
は
「
止
甲
」
に
抹
消
符
を
付
し
て
見
セ
消
チ
に
し
、
右
に
「
イ
無
兩
字
」

と
傍
書
し
て
い
る
（
同
系
の
曼
殊
院
本
も
兼
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
祐
範
本
と

猪
熊
本
に
は
抹
消
符
が
な
く
、
祐
範
本
は
右
傍
に
「
イ
無
兩
字
」、
猪
熊
本
は

右
傍
に
「
異
無
兩
字
」
と
記
す
）。

と
こ
ろ
で
、
④
に
つ
い
て
は
『
古
事
記
伝
』
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

世ミ
ヨ

、
諸
本
に
此　

ノ

字
無
し
、
今
は
眞
福
寺
本
に
依
れ
り
、【
稱タ

タ
ヘ
テ

二 

其　
ノ

御
世　

ヲ
一

と
あ
れ
ば
、
此コ

コ

に
必　

ズ

此　
ノ

字
な
く
て
は
言
た
ら
ず
、
さ
て
は
舊
印
本
又
一

本
な
ど
に
、
謂
聖
帝
世
止
申
也
と
あ
る
、
止ト

申
マ
ヲ
ス ノ

二
字
は
謂　

ノ

字
の
訓
點

に
附　

ケ

た
り
し
を
後
に
誤
て
、
本
文
に
書　

キ

な
し
た
る
も
の
な
り
、
中
卷
白

檮
原　

ノ

宮　
ノ

段
に
も
、
指　

ス
レ

聲　
ヲ

と
云
こ
と
を
、
誤
て
本
文
に
書
る
例
あ
り
、

似
た
る
こ
と
な
り
、
さ
て
又
、
眞
福
寺
本
に
は
、
帝　

ノ

字
の
下
に
、
世
上

申
也
と
あ
り
、
此　

レ

は
か
の
、
止
を
又
、
上
に
誤
れ
る
な
り
、
又
諸
本
に

世　
ノ

字
の
無
き
は
、
上
に
御
世
と
あ
る
を
以
て
、
後　

ノ

人
さ
か
し
ら
に
省
き

去　
リ

し
な
る
べ
し
、
…
】（
三
十
五
之
巻
）

2
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真
本
の
「
上
申
」
は
、
後
人
が
「
謂
」
に
施
し
た
訓
点
「
止ト

申
マ
ヲ
ス

」
が
、
さ
ら

に
後
に
「
上
申
」
に
誤
ら
れ
て
本
文
と
し
て
竄
入
し
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。

兼
本
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
こ
ち
ら
は
「
止
甲
」
に
誤
ら
れ
て
本
文
に

竄
入
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（「
世
」
を
欠
く
点
に
つ
い
て
は
「
諸

本
に
世　

ノ

字
の
無
き
は
、
上
に
御
世
と
あ
る
を
以
て
、
後　

ノ

人
さ
か
し
ら
に
省
き

去　
リ

し
な
る
べ
し
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
）。

『
古
事
記
』
の
音
仮
名
体
系
に
「
止
（
ト
乙
）」
字
は
存
在
し
な
い
こ
と（

（
（

、
ま

た
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
古
事
記
』
で
は
動
詞
マ
ヲ
ス
を
表
す
に
は
「
白
」
字

が
多
用
さ
れ
、「
申
」
は
例
外
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
古
事
記
伝
』
の
推
測

は
支
持
さ
れ
る
。
現
行
諸
注
釈
書
も
す
べ
て
「
上
申
」（
真
本
）
あ
る
い
は
「
止

甲
」（
兼
本
）
の
二
字
を
削
除
す
る
。

⑤
は
仁
徳
の
大
后
石
之
日
売
命
の
嫉
妬
を
め
ぐ
る
物
語
の
一
節
で
あ
る
。
最

初
に
黒
日
売
に
対
す
る
嫉
妬
の
物
語
が
五
首
の
歌
謡
を
含
ん
で
語
ら
れ
、
次
い

で
八
田
若
郎
女
に
対
す
る
嫉
妬
の
物
語
が
六
首
の
歌
謡
を
含
ん
で
語
ら
れ
る
が
、

⑤
は
後
者
の
一
部
で
あ
る
。

大
后
が
豊
楽
を
催
そ
う
と
し
て
御
綱
柏
を
採
り
に
木
国
に
出
か
け
た
隙
に
、

仁
徳
は
八
田
若
郎
女
と
結
婚
す
る
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
大
后
は
大
変
に

恨
み
怒
り
、
還
宮
せ
ず
に
筒
木
の
韓
人
奴
理
能
美
の
家
に
行
っ
て
し
ま
う
。
仁

徳
は
舎
人
鳥
山
を
大
后
の
も
と
に
派
遣
し
て
歌
を
送
り
、
次
い
で
丸
邇
口
子
臣

を
派
遣
し
て
、
歌
を
以
っ
て
大
后
を
宥
め
よ
う
と
す
る
が
、
大
后
は
口
子
臣
と

会
お
う
と
も
し
な
い
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
大
后
と
の
面
会
も
か
な
わ
ず
、

口
子
臣
が
難
渋
し
て
い
る
と
、
大
后
の
側
に
仕
え
て
い
た
口
子
臣
の
妹
口
日
売

が
、
兄
の
姿
を
見
て
悲
し
み
、「
山
代
の
筒
木
の
宮
に
物
申
す
吾
が
兄
の
君
は

涙
ぐ
ま
し
も
」
と
歌
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
大
后
が
、
そ
の
理
由
を
口
日
売
に
尋

ね
た
場
面
が
⑤
で
あ
る
。

真
本
の
「
問
其
所
申0

之
時
」（
其
の
申
す
所
を
問
ひ
た
ま
ふ
時
に
）
で
も
意

味
が
通
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、『
古
事
記
』
に
「
所
申
」
の
例
が
一
つ
も

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
他
方
、「
所
由
」
は
左
に
引
く
よ
う
に
上
巻
に
二
例
、

中
巻
に
一
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
真
本
の
「
所
申0

」
は
兼
本

に
よ
っ
て
「
所
由0

」
と
校
訂
す
べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

・�

天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
、
亦
問
諸
神
等
、「
天
若
日
子
、
久
不
復
奏
。

又
、
遣
曷
神
以
問
天
若
日
子
之
淹
留
所
由
0

0

。（
上
454
～
455
行
）

・�

於
是
、
其
弟
泣
患
居
海
辺
之
時
、
塩
椎
神
来
、
問
曰
、「
何
虚
空
津
日
高

之
泣
患
所
由
0

0

」。（
上
585
～
586
行
）

・
故
、
天
神
御
子
、
問
獲
其
横
刀
之
所
由
0

0

、
高
倉
下
答
曰
、
…
（
中
24
行
）

⑥
は
、
兼
本
が
「
壬
申
年
正
月
三
日
崩
」
の
八
字
を
本
行
と
す
る
も
の
の

（『
古
事
記
』
の
崩
年
干
支
注
は
細
字
双
行
で
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
は
真
本
に
よ
る
の
が
良
い
と
判
断
さ
れ
る
）、
文
字
情
報
自
体
に
相
違
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

二

前
節
の
検
討
結
果
を
整
理
す
れ
ば
、
真
本
あ
る
い
は
兼
本
に
見
え
る
「
申
」

字
の
う
ち
、
校
異
上
異
同
の
な
い
の
は
①
と
⑥
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
う
ち
⑥
は
干
支
の
例
で
あ
る
か
ら
、
特
に
問
題
と
す
べ
き
と
こ
ろ
は
な
い
。

3
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し
か
し
、
①
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
の
用
字
法
に
照
ら
し
て
、
看
過
し
な

い
問
題
が
孕
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
改
め
て
検
討
を
加
え
る

所
以
で
あ
る
。

ま
ず
、『
古
事
記
伝
』
に
①
の
「
顕
申
」
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
な
解
説
が

見
え
る
の
で
、
左
に
引
用
す
る
。

　

�

顯ア
ラ
ハ
シ

申マ
ヲ
セ
ル

と
は
、
彼　

ノ

大
神
の
御
名
を
も
、
又
其　

ノ

出イ
デ

居ヰ

賜
へ
る
所ユ

以ヱ

を

も
、
問ト

ヒ

聞キ
キ

て
顯

ア
ラ
ハ

せ
る
を
云
、
上
に
顯ア

ラ
ハ
シ

二

白マ
ヲ
セ
リ
シ

其　
ノ

少
名
毘
古
那　

ノ

神　
ヲ一、

所イ
ハ
ユ
ル謂

久
延
毘
古
云
々
、
と
あ
る
に
同
じ
、
申

マ
ヲ
ス

は
、
云シ

カ
シ
カ々

と
奏マ

ヲ

せ
る
を

云
、【 

顯
ア
ラ
ハ
シ 

に
附　

ケ

て
云
辭
に
は
非
ず
、】
書
紀
に
、
天ア

メ
ノ

鈿ウ
ズ

女メ

還
カ
ヘ
リ

詣マ
ヰ
リ
テ

報
ア
リ
サ 

マ

狀
マ
ヲ
ス

と
あ
る
に
當
れ
り
、（
十
六
之
巻
、
神
代
十
四
之
巻
）

「
申
」
に
即
し
て
い
え
ば
、「
顯

ア
ラ
ハ
シ

に
附　

ケ

て
云
辭
」
す
な
わ
ち
謙
譲
の
補
助
動

詞
マ
ヲ
ス
で
は
な
く
、「
云シ

カ
シ
カ々

と
奏マ

ヲ

せ
る
を
云
」
う
本
動
詞
マ
ヲ
ス
を
表
す
と

説
い
て
い
る（

（
（

。
右
の
解
説
中
、「
顯ア

ラ
ハ
シ

二

白マ
ヲ
セ
リ
シ

其　
ノ

少
名
毘
古
那　

ノ

神　
ヲ一、
所イ

ハ
ユ
ル謂
久

延
毘
古 

云
々
、
と
あ
る
に
同
じ
」
と
指
摘
し
て
い
る
久
延
毘
古
の
例
で
は
、

・�

即
、
召
久
延
毘
古
問
時
、
答
白
、「
此
者
、
神
産
巣
日
神
之
御
子
、
少
名

毘
古
那
神
」。（
上
416
～
417
）

と
あ
る
よ
う
に
、
大
国
主
神
の
問
に
対
し
て
、
神
産
巣
日
神
の
御
子
と
い
う
素

性
と
、
少
名
毘
古
那
神
と
い
う
名
と
を
、
実
際
に
「
答
白
（
こ
た
へ
て
ま

を
）」
し
て
い
る
。『
古
事
記
伝
』
の
指
摘
す
る
「
顯ア

ラ
ハ
シ

二

白マ
ヲ
セ
リ
シ

其　
ノ

少
名
毘
古

那　
ノ

神　
ヲ一、
所イ

ハ
ユ
ル謂
久
延
毘
古 

云
々
」
は
、
そ
れ
を
承
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
古
事
記
』
で
は
謙
譲
の
マ
ヲ
ス
を
表
す
に
は
「
白
」
字
が
多

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。

　

・�

故
、
所
避
追
而
、
降
出
雲
国
之
肥
上
河
上
、
名
鳥
髪
地
。
此
時
、
箸
従

其
河
流
下
。
於
是
、

佐
之
男
命
、
以
為
人
有
其
河
上
而
、
尋
覓
上
徃

者
、
老
夫
与
老
女
二
人
在
而
、
童
女
置
中
而
泣
。
爾
、
問
賜
0

0

之
、「
汝

等
者
誰
」。
故
、
其
老
夫
答
言
0

0

、「
僕
者
国
神
、
大
山
上
津
見
神
之
子
焉
。

僕
名
謂
足
上
名
椎
、
妻
名
謂
手
上
名
椎
、
女
名
謂
櫛
名
田
比
売
」。
亦
、

問0

、「
汝
哭
由
者
何
」、
答
白
言

0

0

0

、「
我
之
女
者
、
自
本
在
八
稚
女
。
是
、

高
志
之
八
俣
遠
呂
智
〈
以
音
注
略
〉、
毎
年
来
喫
。
今
其
可
来
時
。
故

泣
」。
爾
、
問0

、「
其
形
如
何
」、
答
白
0

0

、「
彼
目
如
赤
加
賀
智
而
、
身
一

有
八
頭
八
尾
。
亦
、
其
身
生
蘿
及
檜
・
椙
、
其
長
度
谿
八
谷
・
峡
八
尾

而
、
見
其
腹
者
、
悉
常
血
爛
也
」。〈
解
説
注
略
〉

　
　

�

爾
、
速

佐
之
男
命
、
詔0

其
老
夫
、「
是
、
汝
之
女
者
、
奉
於
吾
哉
」、

答
白
0

0

、「
恐
。
亦
、
不
覚
御
名
」。
爾
、
答
詔
0

0

、「
吾
者
天
照
大
御
神
之

伊
呂
勢
者
也
。〈
以
音
注
略
〉
故
、
今
、
自
天
降
坐
也
」。
爾
、
足
名

椎
・
手
名
椎
神
白0

、「
然
坐
者
恐
。
立
奉
」。（
上
264
～
275
）

右
は
追
放
さ
れ
た

佐
之
男
命
が
出
雲
の
肥
河
の
河
上
で
足
名
椎
・
手
名
椎
に

出
会
う
場
面
で
あ
る
が
、

佐
之
男
命
の
発
話
は
「
問
賜
之
」「
問
」「
詔
」「
答

詔
」
等
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
足
名
椎
・
手
名
椎
の
発
話
に
は

「
答
言
」「
答
白
言
」「
答
白
」「
白
」
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
謙
譲
の
要
素
を

も
た
な
い
「
答
言
」
は

佐
之
男
命
と
足
名
椎
と
が
最
初
に
出
会
っ
た
時
点
で

用
い
ら
れ
て
お
り
（
た
だ
し
、
発
話
中
に
は
謙
譲
の
意
を
も
つ
一
人
称
「
僕
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
）、
そ
れ
以
降
は
「
白
」
を
含
ん
だ
引
用
形
式
が
用
い
ら

4
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れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
謙
譲
の
マ
ヲ
ス
を
表
す
「
白
」
は
上
中
下
巻
を
通
じ
て
用
い
ら
れ

て
お
り
、『
新
校 

古
事
記
』
の
校
訂
本
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
一
四
五
例
に

上
る
。

さ
ら
に
、
熟
合
形
「
復
奏
（
か
へ
り
こ
と
ま
を
す
）」「
覆
奏
（
か
へ
り
こ
と

ま
を
す
）」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど
も
、
謙
譲
の
マ
ヲ
ス
を

表
す
文
字
と
し
て
は
「
奏
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
復
奏
」（
八
例
）「
覆
奏
」

（
六
例
）
以
外
の
例
を
挙
げ
れ
ば
左
の
九
例
で
、「
復
奏
」「
覆
奏
」
と
合
わ
せ

れ
ば
二
三
例
を
数
え
る
。

ａ�

故
、
其
軍
士
等
、
還
来
奏0

言
、「
御
髪
自
落
、
…
亦
所
纒
御
手
玉
緒
便
絶
。

…
」。（
中
302
～
303
）

ｂ�

於
是
、
其
国
王
畏
惶
奏0

言
、「
自
今
以
後
、
随
天
皇
命
而
、
為
御
馬
甘
、

…
共
与
天
地
、
無
退
仕
奉
」。（
中
528
～
530
）

ｃ�

於
是
、
口
子
臣
、
亦
其
妹
口
比
売
、
及
奴
理
能
美
、
三
人
議
而
令
奏0

天
皇

云
、「
大
后
幸
行
所
以
者
、
…
看
行
此
虫
而
入
坐
耳
。
…
」。（
下
69
～
72
）

ｄ�

如
此
奏0

時
、
天
皇
詔
、
…
（
下
72
）

ｅ�

故
、
参
出
石
上
神
宮
、
令
奏0

天
皇
、
政
既
平
訖
、
参
上
侍
之
。（
下
150
～

151
）

ｆ�

然
、
大
后
始
而
、
諸
卿
等
、
因
堅
奏0

而
、
乃
治
天
下
。（
下
167
）

ｇ�

於
是
、
若
日
下
部
王
、
令
奏0

天
皇
、「
背
日
幸
行
之
事
、
甚
恐
。
…
」。（
下

273
～
274
）

ｈ�

…
其
伊
呂
兄
意
祁
命
奏0

言
、「
破
壊
是
御
陵
、
不
可
遣
他
人
。
…
」。（
下

420
～
421
）

ｉ�

如
此
奏0

者
、
天
皇
答
詔
之
、「
是
亦
大
理
。
如
命
可
也
」。（
下
429
～
430
）

ａ
～
ｉ
の
「
奏
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
に
対
す
る
謙
譲
を
表
し
て
い
る
か
を
〔
主

体
→
謙
譲
の
対
象
〕
の
形
式
で
示
せ
ば
、

ａ
〔
其
軍
士
→
垂
仁
〕

ｂ
〔
新
羅
国
王
→
息
長
帯
日
売
命
〕

ｃ
ｄ
〔
口
子
臣
・
口
日
売
・
奴
理
能
美
→
仁
徳
〕

ｅ
〔
水
歯
別
命
→
履
中
〕

ｆ
〔
大
后
・
諸
卿
→
允
恭
〕

ｇ
〔
若
日
下
部
王
→
雄
略
〕

ｈ
ｉ
〔
袁
祁
命
→
顕
宗
〕

の
如
く
で
、
謙
譲
の
対
象
が
天
皇
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
立
場
の
人
物
に
限
ら

れ
て
い
る
点
が
注
意
を
引
く
。「
復
奏
」「
覆
奏
」
の
あ
り
よ
う
も
、
こ
れ
と
類

似
し
た
様
相
を
示
す
（
左
に
用
例
の
所
在
と
〔
主
体
→
謙
譲
の
対
象
〕
の
関
係

の
み
を
示
す
）。

ｊ�

ｋ
復
奏
（
上
450
・
上
451
）〔
天
菩
比
神
→
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
〕

ｌ
復
奏
（
上
454
）〔
天
若
日
子
→
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
〕

ｍ
復
奏
（
上
455
・
上
458
）〔
天
若
日
子
→
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
〕

ｎ
復
奏
（
上
519
）〔
建
御
雷
神
→
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
〕

ｏ
覆
奏
（
上
616
）〔
和
邇
魚
→
綿
津
見
大
神
〕

ｐ
復
奏
（
下
85
）〔
速
総
別
王
→
仁
徳
〕

ｑ
復
奏
（
下
423
）〔
袁
祁
命
→
顕
宗
〕

5
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ｒ
覆
奏
（
中
251
）〔
日
子
国
夫
玖
命
→
崇
神
〕

ｓ
覆
奏
（
中
253
）〔
大
毘
古
命
・
建
沼
河
別
命
→
崇
神
〕

ｔ
覆
奏
（
中
337
）〔
曙
立
王
・
菟
上
王
→
垂
仁
〕

ｕ
ｖ
覆
奏
（
中
409
・
中
426
）〔
倭
建
命
→
景
行
〕

ｐ
～
ｖ
は
天
皇
、
ｊ
～
ｎ
は
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
が
謙
譲
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
家
の
直
接

の
祖
先
で
あ
る
番
能
迩
々
藝
命
の
出
自
に
直
接
的
な
関
わ
り
を
も
つ
の
で（

（
（

、
ｊ

～
ｎ
に
つ
い
て
も
一
応
天
皇
と
の
関
係
で
説
明
で
き
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

綿
津
見
大
神
に
対
す
る
謙
譲
を
表
す
ｏ
は
、
こ
う
し
た
括
り
方
で
は
処
理
で
き

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
、
視
点
の
変
更
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
、
綿
津
見
大
神
が
「
大
神
」
の
称
号
を
も
つ
点
に
着
目
す
る
と
、
実

は
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
奏
」
の
あ
り
よ
う
が
す
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
綿
津
見
大
神
は
、
他
界
と
し
て
の
海
の
世
界（

（
（

を
領
有
支

配
す
る
「
大
神
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ｏ
を
理
解
す
る
と
き
、
ｊ
～
ｎ
の
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日

神
は
天
皇
系
譜
に
連
な
る
立
場
の
神
と
し
て
で
は
な
く
、
天
上
他
界
「
高
天

原
」
を
領
有
支
配
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
で
、
さ
ら
に
そ
の

先
に
現
実
世
界
を
領
有
支
配
す
る
存
在
と
し
て
天
皇
（
も
し
く
は
天
皇
不
在
時

の
代
行
者
と
し
て
の
息
長
帯
日
売
命
〈
ｂ
〉）
を
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
奏
」
を
通
じ
て
み
た
謙
譲
の
対
象
と
、「
奏
」
の
あ
り
よ
う
は
、
か
く
て
一
貫

し
た
説
明
原
理
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
「
奏
」
に
対
し
て
、
先
述
し
た
「
白
」
の
謙
譲
の
対
象
は
文
脈
に

応
じ
た
多
様
性
を
も
つ
。
先
に
引
用
し
た
足
名
椎
と

佐
之
男
命
の
よ
う
に
、

「
国
神
（
く
に
つ
か
み
）」
の
立
場
か
ら
、
天
降
っ
た

佐
之
男
命
に
対
す
る
謙

譲
を
表
す
場
合
も
あ
れ
ば
、

・�

於
是
、
問
其
妹
伊
耶
那
美
命
曰
、「
汝
身
者
如
何
成
」、
答
白0

、「
吾
身
者
、

成
々
不
成
合
処
一
処
在
」。（
上
60
～
61
）

・�

於
是
、
建
内
宿
祢
大
臣
白
、「
恐
我
天
皇
、
猶
阿
蘇
婆
勢
其
大
御
琴
」。（
中

514
～
515
）

の
よ
う
に
、「
妹
伊
耶
那
美
命
」
の
立
場
か
ら
夫
伊
耶
那
岐
命
に
対
す
る
謙
譲

を
表
す
場
合
、
臣
下
の
立
場
か
ら
天
皇
に
対
す
る
謙
譲
を
表
す
場
合
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
謙
譲
を
表
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
幅
広
く
用

い
ら
れ
る
の
が
「
白
」
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
た
「
白
」
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
別
途
「
奏
」
が
用
い
ら
れ
る
理

由
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
如
く
で
、
一
部
に
重
な
り
を
も
ち
は
す
る
け
れ
ど
も
、

「
白
」
と
「
奏
」
と
は
用
法
面
で
棲
み
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三

で
は
、「
申
」
は
用
法
面
で
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
に
引
用
し
た
『
古
事
記
伝
』
に
注
目
す
べ
き
指
摘

が
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。「
上
に
顯ア

ラ
ハ
シ

二

白マ
タ
セ
リ
シ

其　
ノ

少
名
毘
古
那　

ノ

神　
ヲ一、

所イ
ハ
ユ
ル謂
久
延
毘
古
云
々
、
と
あ
る
に
同
じ
」、
つ
ま
り
「
申
」
と
「
白
」
と
は
用

法
上
、
同
じ
機
能
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
現
行
諸
注
釈
書
類
の
見
解
も
基

本
的
に
『
古
事
記
伝
』
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
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し
か
し
、『
古
事
記
伝
』
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仮
に
「
申
」「
白
」
が
同
じ

機
能
を
有
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、「
申
」
は
①
に
用
い
ら
れ
た
一
例
に
過
ぎ
な

い
の
に
対
し
、「
白
」
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
一
四
五
例
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
ア
ラ
ハ
シ
マ
ヲ
ス
を
表
す
類
例

は
、
①
以
外
に
も
三
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

α�

故
、
顕
白
其
少
名
毘
古
那
神
、
所
謂
久
延
毘
古
者
、
於
今
者
山
田
之
曽
富

騰
者
也
。（
上
421
～
422
）

β�

…
弟
宇
迦
斯
先
参
向
、
拜
白
、「
僕
兄
兄
宇
迦
斯
、
射
返
天
神
御
子
之
使
、

将
為
待
攻
而
聚
軍
、
不
得
聚
者
、
作
殿
其
内
張
押
機
将
待
取
。
故
、
参
向

顕
白
」。（
中
43
～
45
）

γ�

爾
、
赤
猪
子
答
白
、「
其
年
其
月
、
被
天
皇
之
命
、
仰
待
大
命
、
至
于
今
日
、

経
八
十
歳
。
今
、
容
姿
既
耆
、
更
無
所
恃
。
然
、
顕
白
己
志
以
参
出
耳
」。

（
下
287
～
288
）

そ
の
い
ず
れ
も
が
『
古
事
記
』
通
用
の
「
白
」
が
用
い
ら
れ
、「
顕
申
」
の
例

が
他
に
見
え
な
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

改
め
て
い
え
ば
、
あ
る
世
界
に
お
け
る
領
有
支
配
者
に
対
す
る
謙
譲
を
特
に
0

0

表
す
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、「
白
」
を
用
い
る
の
が
『
古
事
記
』
の
通
例
で

あ
っ
た
。
一
四
五
例
と
い
う
「
白
」
の
用
例
数
は
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

右
に
引
用
し
た
三
例
の
「
顕
白
」
も
、
通
例
に
従
っ
て
「
白
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
き
、
①
の
「
顕
申
」
の
異
質
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
①
の
周
辺
に
は
通
例
の
「
白
」
を
用
い
た
「
顕
白
」
も
見
ら
れ
な
い
の
で
、

そ
れ
に
対
す
る
修
辞
的
な
変
字
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
要
す
る
に
、

「
顕
申
」
の
「
申
」
は
『
古
事
記
』
に
お
い
て
孤
立
し
た
存
在
な
の
で
あ
る
。

以
下
、「
申
」
が
孤
立
し
た
あ
り
よ
う
を
示
す
理
由
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、

①
の
文
脈
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

①�

故
爾
、
詔
天
宇
受
売
命
、「
此
立
御
前
所
仕
奉0

、
猿
田
毘
古
大
神
者
、

専
所
顕
申
之
汝
送
奉0

。
亦
、
其
神
御
名
者
、
汝
負
仕
奉0

」。（
上
549
～
551

行
）

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
詔
」
の
主
体
は
番
能
迩
々
藝
命
で
、「
此
」
以
下
の
発

話
は
番
能
迩
々
藝
命
の
立
場
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

会
話
文
中
に
謙
譲
を
表
す
補
助
動
詞
「
奉
（
マ
ツ
ル
）」
が
三
例
見
え
る
が
、

第
一
例
目
は
天
孫
降
臨
の
物
語
の
は
じ
め
に
語
ら
れ
る
左
の
叙
述
を
承
け
て
お

り
、

　

�

爾
、
日
子
番
能
邇
々
藝
命
、
将
天
降
之
時
、
居
天
之
八
衢
而
、
上
光
高
天

原
、
下
光
葦
原
中
国
之
神
、
於
是
有
。
故
爾
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之

命
以
、
詔
天
宇
受
売
神
、「
汝
者
雖
有
手
弱
女
人
、
与
伊
牟
迦
布
神
、〈
以

音
注
略
〉
面
勝
神
。
故
、
専
汝
往
将
問
者
、『
吾
御
子
為
天
降
之
道
、
誰

如
此
而
居
』」。
故
、
問
賜
之
時
、
答
白
、「
僕
者
国
神
、
名
猿
田
毘
古
神
也
。

所
以
出
居
者
、
聞
天
神
御
子
天
降
坐
。
故
、
仕
奉
御
前
而
、
参
向
之
侍
」。

（
上
527
～
532
）

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
奉
」
の
謙
譲
の
対
象
は
番
能
迩
々
藝
命
で
あ
る
。
次
い

で
第
二
・
三
例
目
の
「
奉
」
は
、
天
宇
受
売
命
に
対
す
る
番
能
迩
々
藝
命
の
命

令
の
末
尾
に
現
れ
る
が
、
第
一
例
目
に
見
る
よ
う
に
、
番
能
迩
々
藝
命
は
猿
田
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毘
古
大
神
か
ら
謙
譲
の
対
象
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
の
で
、
天
宇
受
売
命
の
立

場
か
ら
猿
田
毘
古
大
神
に
対
す
る
謙
譲
を
表
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
番
能

迩
々
藝
命
・
天
宇
受
売
命
・
猿
田
毘
古
大
神
の
関
係
を
先
例
に
な
ら
っ
て
図
式

化
す
れ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
〔
猿
田
毘
古
大
神
→
番
能
迩
々
藝
命
〕

　
〔
天
宇
受
売
命
→
猿
田
毘
古
大
神
〕

さ
て
、「
顕
申
」
は
同
じ
く
天
孫
降
臨
の
物
語
の
は
じ
め
の
部
分
を
承
け
て
、

「
彼　

ノ

大
神
の
御
名
を
も
、
又
其　

ノ

出イ
デ

居ヰ

賜
へ
る
所ユ

以ヱ

を
も
、
問ト

ヒ

聞キ
キ

て
顯ア

ラ
ハ

せ
る

を
云
」（『
古
事
記
伝
』）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
「
申

マ
ヲ
ス

は
、
云シ

カ
シ
カ々

と
奏マ

ヲ

せ
る
を
云
」
と
い
う
説
明
に
対
応
す
る
記
述
が
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。「
上
に
顯ア

ラ
ハ
シ

二 

白マ
ヲ
セ
リ
シ

其　
ノ

少
名
毘
古
那　

ノ

神　
ヲ

一、
所イ

ハ
ユ
ル謂
久
延
毘
古

云
々
、
と
あ
る
に
同
じ
」
と
『
古
事
記
伝
』
が
指
摘
す
る
久
延
毘
古
の
例
（
前

引
α
）
で
は
、
第
二
節
に
引
用
し
た
よ
う
に
、「
顕
白
」
に
対
応
す
る
久
延
毘

古
の
発
話
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。
前
引
の
β
γ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

‘
β�

…
弟
宇
迦
斯
先
参
向
、
拝
白
、「
僕
兄
々
宇
迦
斯
、
射
返
天
神
御
子
之
使
、

将
為
待
攻
而
聚
軍
、
不
得
聚
者
、
作
殿
其
内
張
押
機
将
待
取
。
故
、
参

向
顕
白
」。（
中
42
～
45
）

‘
γ�

爾
、
赤
猪
子
答
白
、「
其
年
其
月
、
被
天
皇
之
命
、
仰
待
大
命
、
至
于
今

日
、
経
八
十
歳
。
今
、
容
姿
既
耆
、
更
無
所
恃
。
然
、
顕
白
己
志
以
参

出
耳
」（
下
287
～
289
）

と
い
う
「
顕
白
」
に
対
応
す
る
弟
宇
迦
斯
あ
る
い
は
赤
猪
子
の
発
話
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
①
の
「
顕
申
」
の
場
合
、
猿
田
毘
古
大
神
の
名
と
「
天
之
八

衢
」
に
出
向
い
て
い
た
理
由
を
答
え
た
の
は
、「
顕
申
（
あ
ら
は
し
ま
を
）」
し

た
天
宇
受
売
命
で
は
な
く
、
猿
田
毘
古
大
神
自
身
な
の
で
あ
る
。
い
ち
い
ち
用

例
を
示
さ
な
い
け
れ
ど
も
、『
古
事
記
』
の
場
合
、
マ
ヲ
ス
は
「
白
」「
奏
」
い

ず
れ
の
用
字
で
表
さ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
発
話
行
為
を
表
す
。
他
の
動
詞
に

下
接
す
る
場
合
で
も
、
発
話
行
為
の
意
を
捨
て
て
補
助
動
詞
化
し
た
例
は
見
出

せ
ず
、
な
お
発
話
行
為
と
し
て
の
マ
ヲ
ス
の
意
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
点
か

ら
見
て
も
、
①
の
「
顕
申
」
は
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
「
顕
申
」
に
対
応
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
こ
の
場

合
は
発
話
行
為
マ
ヲ
ス
の
意
を
ふ
り
捨
て
た
補
助
動
詞
の
例
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
通
例
の
「
白
」
で
は
な
く
、
例
外
的
な
「
申
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

た
解
釈
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
答
は
否
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
古

事
記
』
の
場
合
、
謙
譲
を
表
す
補
助
動
詞
と
し
て
「
奉
（
ま
つ
る
）」
が
多
用

さ
れ
て
お
り
、
①
で
敢
え
て
「
申
（
ま
を
す
）」
を
使
用
す
る
理
由
が
説
明
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
文
脈
に
即
し
た
説
明
が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
こ
ま
で

の
小
結
で
あ
る
。
で
は
、
①
の
「
顕
申
」
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
①
の
「
申
」
は
そ
の
例
外
性
に
解
決
の
道
を
見
出
す
以
外

に
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
実
は
『
古
事
記
伝
』
に
、
こ
の
問
題
解
決
の
参
向
と

な
る
解
釈
が
④
を
め
ぐ
っ
て
示
さ
れ
て
い
た
（
第
一
節
）。
④
の
真
本
の
「
上

申
」
は
、「
謂
」
に
加
え
ら
れ
た
後
人
の
訓
点
「
止
申
」
が
、
さ
ら
に
後
に
「
上
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申
」
と
し
て
本
文
に
竄
入
し
た
も
の
と
い
う
『
古
事
記
伝
』
の
推
定
は
、
諸
種

の
面
か
ら
見
て
支
持
さ
れ
る
。「
止
」
は
『
古
事
記
』
の
音
仮
名
体
系
外
の
仮

名
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
見
て
き
た
よ
う
に
「
申
」
は
干
支
の
例
を
除
い
て
例
外

的
・
孤
立
的
な
文
字
で
あ
っ
た
。『
古
事
記
伝
』
に
倣
っ
て
い
え
ば
、
①
の

「
申
」
字
は
「
顕
」
に
加
え
ら
れ
た
後
人
の
訓
点
が
、
後
に
本
文
と
し
て
攙
入

し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

＊

天
孫
降
臨
の
物
語
は
、
Ａ
降
臨
神
の
交
替
と
番
能
迩
々
藝
命
の
出
自
系
譜

（
上
520
～
527
）、
Ｂ
猿
田
毘
古
神
の
奉
迎
と
先
導
（
上
527
～
532
）、
Ｃ
天
照
大
御

神
の
神
勅
と
随
伴
神
（
上
532
～
541
）、
Ｄ
番
能
迩
々
藝
命
の
降
臨
（
上
541
～
549
）、

Ｅ
猿
女
氏
の
氏
名
の
起
源
（
上
549
～
552
）、
Ｆ
猿
田
毘
古
神
の
沈
溺
（
上
552
～

555
）、
Ｇ
猿
女
氏
と
島
の
速
贄
（
上
555
～
559
）、
の
七
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
Ｃ
に
は
平
安
朝
中
期
以
降
の
竄
入
が
疑
わ
れ
る
「
外
宮
0

0

之0

」（
上
537
）
の
三
字
が
あ
り（
８
）、

ま
た
Ｆ
に
は
無
惨
な
欠
損
と
改
竄
の
痕
跡
が

確
認
さ
れ
る（
９
）。

い
ず
れ
も
猿
女
氏
・
猿
田
毘
古
神
関
係
の
所
伝
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
本
文
の
傷
は
真
本
・
兼
本
形
成
以
前
の
段
階
で
既
に
存
在
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
①
も
ま
た
猿
女
氏
・
猿
田

古
神
に
関
係
す
る
所
伝
の

一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
申
」
に
つ
い
て
述
べ
た
本
稿
の
見
解
も

強
ち
無
理
な
推
定
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
注
】

（
１
）�　

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
新
校 

古
事
記
』（
二
〇
一
五
年
）

（
２
）�　

矢
嶋
泉
『
古
事
記
の
文
字
世
界
』（
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
３
）�　
『
古
事
記
伝
』
を
祖
述
す
る
吉
岡
徳
明
『
古
事
記
伝
略
』（
一
八
八
三
～
八
六
年
刊
）、

倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
四
巻
（
一
九
七
七
年
）
を
始
め
と
し
て
、「
申
す
」

は
「
し
か
じ
か
と
奏
す
る
を
い
う
」
と
説
く
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
二
巻

（
一
九
七
六
年
）、「
顕
申
」
に
つ
い
て
「
猿
田
毘
古
神
の
正
体
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

を
天
孫
に
申
し
上
げ
た
」
と
注
す
る
次
田
真
幸
『
古
事
記
（
上
）
全
訳
注
』

（
一
九
七
七
年
）
な
ど
は
『
古
事
記
伝
』
の
所
説
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

が
、「
申
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
注
釈
書
も
多
い
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
「
顯
し

申
し
上
げ
た
」（
武
田
祐
吉
譯
注
『
古
事
記
』、
一
九
五
六
年
）、「
明
し
申
し
た
」（
新

潮
古
典
集
成
『
古
事
記
』、
西
宮
一
民
校
注
、
一
九
七
九
年
）、「
明
か
し
申
し
上
げ

た
」（
新
編
日
本
古
典
全
集
『
古
事
記
』、
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
、

一
九
九
七
年
）、「
明
ら
か
に
し
申
し
た
」（
中
村
啓
信
訳
注
『
古
事
記
』、
二
〇
〇
九

年
）
な
ど
の
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
補
助
動
詞
／
本
動
詞
い
ず
れ

と
捉
え
て
い
る
の
か
、
実
際
に
は
判
断
が
難
し
い
。

（
４
）�　

神
田
秀
夫
『
古
事
記
の
構
造
』（
一
九
五
九
年
）、
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中

国
文
学 

上
』（
一
九
六
二
年
）、
古
賀
精
一
「
古
事
記
の
『
白
』『
曰
』
両
字
に
つ
い
て
」

（『
国
語
国
文
』
二
三
巻
八
号
、
一
九
五
四
年
八
月
）、
同
「
古
事
記
に
お
け
る
会
話
引

用
」（『
古
事
記
年
報
』
二
、一
九
五
五
年
一
月
）
な
ど
。
な
お
、
謙
譲
語
と
し
て
の

「
白
」
の
用
法
は
仏
典
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
神
田
前
掲
書
、
小
島
前
掲
書

な
ど
）、
敦
煌
漢
簡
、
居
延
漢
簡
等
の
漢
簡
類
中
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
宛
て
た
書

簡
簡
に
も
謙
譲
の
「
白
」
字
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
代
中
国
に
お
い
て
も

上
下
関
係
が
問
題
と
な
る
実
用
文
の
世
界
で
は
、
仏
典
に
限
ら
ず
広
く
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
５
）�　

周
知
の
よ
う
に
、
番
能
迩
々
藝
命
は
、
天
照
大
御
神
の
御
子
天
忍
穂
耳
命
と
高
木

神
（
高
御
産
巣
日
神
の
別
名
）
の
女
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
と
の
間
に
生
ま
れ
て
い
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る
。

此
御
子
者
、
御
合
高
木
神
之
女
、
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
、
生
子
、
天
火
明
命
。

次
日
子
番
能
邇
々
藝
命
、
二
柱
也
。（
上
254
～
256
）

（
６
）�　
「
住
其
国
」（
上
602
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
綿
津
見
大
神
の
領
有
支
配
す
る
海

の
世
界
は
高
天
原
や
黄
泉
国
な
ど
の
他
界
と
同
様
、「
国
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

高
天
原
に
は
天
照
大
御
神
が
、
黄
泉
国
に
は
黄
泉
津
大
神
（
伊
耶
那
美
命
）
が
、
根

之
堅
州
国
に
は

佐
之
男
命
が
大
神
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
、
綿
津
見
大
神

0

0

も
他
界

と
し
て
の
海
の
世
界
を
領
有
支
配
す
る
存
在
と
理
解
さ
れ
る
。

（
７
）�　
「
顕
白
」「
顕
申
」
の
類
例
と
し
て
、
次
の
例
も
挙
げ
て
お
く
。

�

爾
、
大
伴
連
等
之
祖
道
臣
命
・
久
米
直
等
之
祖
大
久
米
命
二
人
、
召
兄
宇
迦
斯

罵
詈
云
、「
伊
賀
〈
以
音
注
略
〉
所
作
仕
奉
於
大
殿
内
者
、
意
礼
〈
以
音
注
略
〉

先
入
、
明
白
其
将
為
仕
奉
之
状
」
而
、（
中
45
～
48
）

右
の
「
明
白
」
は
ア
カ
シ
マ
ヲ
ス
を
表
す
を
表
す
が
、
こ
こ
で
も
「
申
」
で
は
な
く

「
白
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）�　

青
木
紀
元
『
日
本
神
話
の
基
礎
的
研
究
』（
一
九
七
〇
年
）
参
照
。

（
９
）�　

神
道
大
系
『
古
事
記
』（
小
野
田
光
雄
校
注
、
一
九
七
七
年
）
参
照
。

（
や
じ
ま
い
づ
み
／
本
学
教
授
）




